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　(1) 収益的収入及び支出

　　収　　　　入

　　支　　　　出

地方公営企業法第
条第３項の規定

に よ る 支 出 額

円 円

第４項

　(2) 資本的収入及び支出

　　収　　　　入

第１項

第３項

第４項

　　支　　　　出

地方公営企業法第
条の規定による

繰 越 額

円 円

令 和 ５ 年 度 盛 岡 市

区 分

予 算

当 初 予 算 額 補 正 予 算 額
地 方 公 営 企 業 法 第 条 第 ３ 項
の 規 定 に よ る 支 出 額 に 係 る
財 源 充 当 額

円 円 円

第１款　事　業　収　益 △19,652,000

第１項 営 業 収 益 △8,587,000

第２項 営 業 外 収 益 △11,065,000

第３項 特 別 利 益

区 分

予 算 額

当 初 予 算 額 補 正 予 算 額 予 備 費 支 出 額 流 用 増 減 額

円 円 円

第１款　事　　業　　費 △124,032,000

第１項 営 業 費 用 △157,738,000

第２項 営 業 外 費 用

第３項 特 別 損 失

予 備 費

当 初 予 算 額 補 正 予 算 額 小 計
地方公営企業法第 条の
規定による繰越額に係る
財 源 充 当 額

円 円 円 円

区 分

予 算 額

第１款  資 本 的 収 入 △477,936,000

企 業 債 △284,600,000

第２項 負担金及び分担金

補 助 金 △204,988,000

固定資産 売却代金

区 分

予 算 額

当 初 予 算 額 補 正 予 算 額 流 用 増 減 額 小 計

円 円 円

第１款  資 本 的 支 出 △556,160,000

第１項 建 設 改 良 費 △550,221,000

第２項 企業債償還金

第３項 その他資 本的支出 △5,939,000

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額 2,553,543,445円は、過年度分損益勘定留保資金  2,027,254,283円、当年度分損益勘　定留保資金 398,250,403円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 128,038,759円で補塡した。

　たな卸資産購入費に係る仮払消費税及び地方消費税額は 1,626,250円である。
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継　続　費　
逓次繰越額

円

（うち、仮払消費税及び

地方消費税 200,512,057 円）

下 水 道 事 業 決 算 報 告 書

額

決 算 額
予 算 額 に 比 べ
決 算 額 の 増 減

備 考
合 計

円 円 円

△9,272,112

△9,734,905 （うち、仮受消費税及び地方消費税 412,430,337 円）

（うち、仮受消費税及び地方消費税  　  71,098 円）

（うち、仮受消費税及び地方消費税  　     220 円）

予 算 額

決 算 額

地方公営企業
法第 条第２
項の規定によ
る 繰 越 額

不 用 額 備 考
小 計

地方公営企業法第
条第２項の規定

に よ る 繰 越 額
合 計

円 円 円 円 円 円

（うち、仮払消費税及び
地方消費税 256,760,391 円）

決 算 額
予 算 額 に 比 べ
決 算 額 の 増 減

備 考継 続 費 逓 次 繰 越 額
に 係 る 財 源 充 当 額

合 計

円 円

予 算 額

円 円

△630,247,185

△460,000,000 翌年度繰越額 447,700,000 円

△173,124,900 翌年度繰越額 173,124,000 円

（うち、仮受消費税及び
　　　　　　　地方消費税 4,325 円）

予 算 額

決 算 額

翌　年　度　繰　越　額

不 用 額 備 考
合 計

地方公営企業法
第 条の規定に
よ る 繰 越 額

継　続　費
逓次繰越額

合 計

円 円 円 円 円 円

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額 2,553,543,445円は、過年度分損益勘定留保資金  2,027,254,283円、当年度分損益勘　定留保資金 398,250,403円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 128,038,759円で補塡した。
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財 務 諸 表





令和５年度盛岡市下水道事業損益計算書
（令和５年４月１日から令和６年３月31日まで）

（単位　円）

１  営業収益

  (1) 下水道使用料

　(2) 他会計負担金

　(3) 受託事業収益

　(4) その他の営業収益

２　営業費用

  (1) 管渠費

　(2) ポンプ場費

  (3) 処理場費

　(4) 普及費

　(5) 受託事業費

　(6) 業務費

　(7) 総係費

　(8) 流域下水道管理費

　(9) 減価償却費

　(10)  資産減耗費

　　  営業損失

３　営業外収益

　(1) 受取利息及び配当金

　(2) 他会計負担金

　(3) 長期前受金戻入

　(4) 雑収益

４　営業外費用

　(1) 支払利息及び企業債取扱諸費

　(2) 貸倒引当金繰入額

　(3) 雑支出

 　　 経常利益

５　特別利益

 （1）固定資産売却益

６　特別損失

　(1) 過年度損益修正損

　(2) 固定資産譲渡損 △ 1,728,331

　  　当年度純利益

  　　前年度繰越利益剰余金

　  　当年度未処分利益剰余金
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国庫、県補助金
受益者負担金
及び分担金

受贈財産評価額 その他資本剰余金

減債積立金の積立

当年度末残高

令和５年度盛岡市下水道事業剰余金処分計算書（案）

受贈財産の受入

当年度純利益

他会計繰入金の受入

当年度変動額

議会の議決による処分額

処分後残高

資本剰余金

前年度末残高

前年度処分額

令 和 ５ 年 度 盛 岡 市 下 水 道 事 業 剰 余 金 計 算 書

（令和５年４月１日から　令和６年３月31日まで）

資本金

                                                                剰余金

（単位　円）

△ 238,640,239

減債積立金の積立

△ 238,640,239

資本金 資本剰余金 未処分利益剰余金

　当年度末残高

　議会の議決による処分額

　処分後残高
（繰越利益剰余金）
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（単位　円）

資本剰余金合計 減債積立金 未処分利益剰余金 利益剰余金合計

△ 161,281,223

△ 161,281,223

△ 161,281,223

（繰越利益剰余金）

当年度未処分
利益剰余金

資本合計
資本剰余金 利益剰余金

令 和 ５ 年 度 盛 岡 市 下 水 道 事 業 剰 余 金 計 算 書

（令和５年４月１日から　令和６年３月31日まで）

                                                                剰余金
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（単位　円）

１　固定資産

　(1) 有形固定資産

 　 ア  土地

　  イ  立木

　　ウ　建物

　　    減価償却累計額 △ 1,151,631,415

　　エ　建物附属設備

　　  　減価償却累計額 △ 92,124,271

　　オ　構築物

　　　  減価償却累計額 △ 67,043,709,704

 　 カ　機械及び装置

  　　　減価償却累計額 △ 4,767,154,257

　　キ　車両運搬具

　　　  減価償却累計額 △ 53,395,153

　　ク　工具器具備品

　　　  減価償却累計額 △ 8,967,775

　　ケ　有形固定資産建設仮勘定

　　　  有形固定資産合計

　(2) 無形固定資産

　　ア　電話加入権

　　イ　施設利用権

　　  　無形固定資産合計

　(3) 投資その他の資産

　　ア　基金

　　　  投資その他の資産合計

　　    固定資産合計

２　流動資産

　(1) 現金預金

　(2) 未収金

　　　貸倒引当金 △ 61,165,534

　(3) 貯蔵品

　(4) 前払金

　   　 流動資産合計

　   　 資産合計

令和５年度盛岡市下水道事業貸借対照表
（令和６年３月31日）

資　　産　　の　　部
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３　固定負債

　(1) 企業債

　　イ　その他の企業債

　　    企業債合計

　(2) 引当金

　　ア　退職給付引当金

　　　　引当金合計

　 　   固定負債合計

４　流動負債

　(1) 企業債

　　イ　その他の企業債

　　    企業債合計

　(2) 未払金

　(3) 引当金

　　ア　賞与引当金

　　イ　法定福利費引当金

　　    引当金合計

　(4) その他流動負債

　　　  流動負債合計

５　繰延収益

　(1) 長期前受金

　　　収益化累計額 △ 20,200,820,426

　　　  繰延収益合計

　　 　 負債合計

負　　債　　の　　部

　　ア　建設改良費等の財源に
　　　　充てるための企業債

　　ア　建設改良費等の財源に
　　　　充てるための企業債
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６　資本金

７　剰余金

　(1) 資本剰余金

　　ア  国庫、県補助金

　  イ　受益者負担金及び分担金

　  ウ　受贈財産評価額

　　エ  その他資本剰余金

　　  　資本剰余金合計

　(2) 利益剰余金

　　ア　減債積立金

　　イ　当年度未処分利益剰余金

　　    利益剰余金合計

　　  　剰余金合計

　　　  資本合計

　　　  負債資本合計

資　　本　　の　　部
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注 記

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

資産の評価基準及び評価方法

ア たな卸資産の評価基準及び評価方法

先入先出法による原価法によっている。

固定資産の減価償却の方法

定額法によっている。

引当金の計上基準

ア 賞与引当金・法定福利費引当金

職員の期末手当及び奨励手当の支給並びに手当の支給に伴い発生する法定福利費の支払い

に備えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、翌年度の支給見込額のうち当事

業年度の負担に属する額を計上している。 

イ 退職給付引当金

職員の退職手当の支給に備えるため、毎事業年度末における退職手当の要支給額に相当す

る金額から他会計が負担すると見込まれる額を控除した額を計上している。 

ウ 貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため、実績率等による回収不能見込額を計上している。

その他会計に関する書類のための基本となる重要な事項

ア 消費税及び地方消費税の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜き方式によっている。

２ 貸借対照表に関する注記

企業債の償還に係る他会計負担金

貸借対照表に計上されている企業債（１年以内の償還予定のものも含む）のうち、企業債の

償還に要する資金の一部を一般会計が負担する額は、 円である。

３ その他の注記

引当金の取崩し

ア 賞与引当金・法定福利費引当金

職員の期末手当及び奨励手当を支給するため、賞与引当金 円を取り崩した。ま

た、手当の支給に伴い発生する法定福利費を支払うため、法定福利費引当金 円を

取り崩した。

イ 退職給付引当金

職員の退職手当を支給するため、退職給付引当金 円を取り崩した。

ウ 貸倒引当金

債権の不納欠損による損失が発生したため、貸倒引当金 円を取り崩した。
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事 業 報 告





令和５年度盛岡市下水道事業報告書

１ 概 況

総括事項

「盛岡市総合計画」（平成 年度～令和６年度）の施策「汚水処理の充実」「雨水浸水対策

の推進」の実現に向け、「盛岡市下水道事業中長期経営計画」に基づき、健全な水環境・良好

な水循環の創出を目指して、効果的かつ効率的な事業運営を推進し、経営環境の変化に対応し

た各種取組を行った。

「汚水処理の充実」については、住環境の改善及び公共用水域の水質保全を図るため、汚水

処理施設整備事業による各処理分区の未整備地区や土地区画整理事業などに併せた汚水管渠の

整備、下水道施設の正常な機能を維持するため、改築更新事業による既存施設の改築更新を実

施した。また、岩手県が実施する北上川上流流域下水道（都南処理区）の建設事業を促進する

ため、関係市町の負担割合による建設負担金を支出した。

このほか、既設管路の適切な維持管理を行い、必要な修繕などを実施するとともに、汚水処

理経費の削減を図るため、下水管渠への浸入水などの調査及び補修などを実施した。

「雨水浸水対策の推進」については、大雨による浸水の解消を図るため、雨水施設整備事業

による各排水区の未整備地区や生活環境整備事業などに併せた雨水管渠の整備を実施するとと

もに、既存施設の改修及び修繕を実施した。また、盛南・仙北・都南地区国道４号周辺区域の

「内水ハザードマップ」を作成し、地域での説明会を行った。

また、お客さまから信頼される下水道事業を目指し、市広報紙、上下水道局の広報紙及び公

式ホームページなどにより分かりやすい情報提供に努めたほか、上下水道局お客さまセンター

の運営管理業務の受注者と連携して、お客さまサービスの向上に努めるとともに、下水道事業

周年を記念した各種事業の実施により、下水道事業に対する理解と信頼を育む契機とした。

ア 各種事業について

ｱ 汚水管渠整備事業

太田地区、都南中央第三地区及び道明地区の土地区画整理事業など他事業に併せた整備

のほか、下田地内及び黒川地内をはじめとした、各処理分区の面整備を行うことで、

ｍの汚水管渠の整備を実施した。

ｲ 雨水管渠整備事業

道明地区の生活環境整備事業など他事業に併せた整備のほか、市街地などにおける浸水

防除及び生活環境の改善を図るため、各排水区の幹線及び面整備を行うことで、 ｍ

の雨水管渠の整備を実施した。
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ｳ 下水道施設の耐震化・改築更新

既存施設の老朽化に対応するため、令和３年度に更新したストックマネジメント計画に

基づき ｍの管渠更生工事を実施したほか、松園地区 カ所のマンホール蓋交換

改修工事を実施した。

ｴ 安定した汚水処理の確保及び水洗化普及促進

安定した汚水処理の確保のため、汚水管渠への浸入水などの調査及び補修、老朽化の著

しいポンプ場設備の修繕などを実施した。

水洗化普及促進として、排水設備工事に対して排水設備普及資金融資制度による利子補

給を行ったほか、職員による水洗化の訪問指導を行った。

９月 日「下水道の日」に関連する水洗化普及促進事業として、排水設備無料点検を実

施したほか、市立小学校を対象とした下水道標語コンクール（応募 一般の部 作品、

周年記念の部 作品）を下水道事業 周年記念事業に位置付けて、従来よりも応募対

象の学年を広げ、 周年記念の部を新設するなど、規模を拡大して実施した。

ｵ お客さまサービスの向上

お客さまサービスとして、基本料金日割計算制度、ペイジー口座振替受付サービス及び

スマートフォン決済サービスを実施したほか、ＷＥＢ口座振替受付サービスを開始した。

また、上下水道局お客さまセンターの窓口用自動発券機を活用し、窓口サービスの向上に

努めたほか、引っ越しなどに伴う各種手続き、下水道使用料、維持管理などについて各世

帯にお知らせするガイドブックにより、分かりやすい情報提供に努めた。

広報活動として、予算及び決算の概要、助成制度のお知らせなどを市広報紙に掲載した

ほか、上下水道局広報紙「みずの輪」、広報パンフレット、上下水道局公式ホームページ

及び動画掲載による情報発信を行った。また、下水道デザインマンホール蓋の写真が掲載

されたマンホールカードの配布や上下水道局キャラクター（水道ぼうや・下水道あいちゃ

ん）の着ぐるみ活用により、親しみやすい広報展開に努めた。

また、下水道事業 周年を記念し、マンホールデザインコンテストを開催し、最優秀賞

及び優秀賞となったデザインマンホールを市内に設置したほか、下水道事業の歴史や果た

してきた役割、その必要性や重要性について、パネル及び展示用マンホールを作成し、広

く市民への周知を目的としたイベントを開催した。

ｶ 健全経営の推進

経常経費の更なる精査による費用の削減、新たな企業債の発行額の抑制などによる経費

の削減により、健全な財政基盤の確立に努めた。

下水道使用料の収納率の向上、下水道工事店の指定に係る手数料の徴収、排水設備の接

続促進、水洗化の普及促進など収益確保に取り組むとともに、将来を見据えた効果的な投
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資を行い、柔軟かつ的確な事業経営の改善に努めた。

下水道事業の経営に関する重要な事項などを調査審議するため、上下水道事業経営審議

会を開催した。

人材育成・技術継承を推進するため、上下水道局内の技術継承研修を実施したほか、オ

ンライン等を活用した研修への参加に努めた。

イ 業務について

令和５年度末における処理区域内人口は 人で、令和４年度末に比べ 人減少

し、行政区域内人口 人に対し ％の普及率となった。令和５年度総処理水量は

㎥で、令和４年度に比べ ㎥（ ％）増加した。

ウ 計理について

令和５年度の営業収益は 円で、令和４年度に比べ 円（ ％）

の増となった。営業費用は 円となり、令和４年度に比べ 円

（ ％）の減となり、この結果、営業収益から営業費用を差し引いた 円が営

業損失として計上された。さらに営業外収益 円、営業外費用 円、

特別利益 円、特別損失 円をそれぞれ加減した収益的収支全体では

円の純利益が生じた。

資本的収支（税込額）は、資本的収入が 円、資本的支出が

円となり、資本的収入が資本的支出に不足する額 円は、過年度分損益勘定留

保資金 円、当年度分損益勘定留保資金 円、当年度分消費税及び

地方消費税資本的収支調整額 円で補塡した。
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経営指標に関する事項

令和５年度決算における経営成績について、経営の健全性を示す経常収支比率は、経常費用

の減少による経常利益の増加により、前年度比 ポイント増の ％となった。健全経営

の水準とされる ％を僅かに上回って推移しているが、厳しい経営状況である。また、使用

料水準の妥当性を示す経費回収率は、前年度と同率の ％となり、事業に必要な経費を使

用料で賄えている状況とされる ％を僅かに上回っているが、施設の効率的な維持管理と経

費縮減を積極的に進めるとともに、適正な受益者負担と使用料収入確保の観点から下水道使用

料の見直しに取り組む必要がある。

一方、償却対象資産の減価償却の状況を示す有形固定資産減価償却率は前年度比 ポイン

ト増の ％、法定耐用年数を経過した管渠延長の割合を示す管渠老朽化率は前年度比

ポイント増の ％と、施設の老朽化が進行していることから、計画的な改築更新に向けた取

組を強化する必要がある。

将来の事業継続に向けて、下水道使用料の見直しにより更新財源を確保するとともに計画的

な投資を行っていく。

＜経営指標の推移＞

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

％ ％ ％ ％ ％

経 常 収 支 比 率

経 費 回 収 率

有 形 固 定 資 産

減 価 償 却 率

管 渠 老 朽 化 率
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　(3) 議会議決事項

議案番号 報告年月日 提出年月日 議決年月日

 報告第　56号 令和５年６月９日

 議案第 105号 令和５年10月２日 令和５年10月23日

 認定第　14号 令和５年10月２日 令和５年10月23日

 議案第 110号 令和５年12月５日 令和５年12月22日

 議案第 114号 令和５年12月５日 令和５年12月22日

 議案第　13号 令和６年２月22日 令和６年３月27日

 議案第　28号 令和６年２月22日 令和６年３月27日

 議案第　50号 令和６年３月８日 令和６年３月14日

　(4) 行政官庁認可事項

　　　な　し

　(5) 職員に関する事項

　　ア　年度内職員異動

令和６年度盛岡市下水道事業会計予算

令和５年度盛岡市下水道事業会計補正予算

令和５年度盛岡市下水道事業会計補正予算

（第２号）

盛岡市水道事業及び下水道事業の設置等に

関する条例の一部を改正する条例について

（第１号）

ついて

令和４年度盛岡市下水道事業会計予算繰越

計算書の報告について

盛岡市水道事業及び下水道事業の設置等に

理に関する条例について

関する条例の一部改正に伴う関係条例の整

令和４年度盛岡市下水道事業会計決算に

件　　　　　　　　　名

令和４年度盛岡市下水道事業未処分利益剰

余金の処分について

人 人 人 人 人 人
‐

‐

区     　分

計

企業職（ 技 労 ）

企業職（事務・技術）

うち退職者

特 別 職

前年度末 異動状況 当年度末
備　考

在職者数 うち退職者 増 減 在職者数
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  　イ　年度末職員構成

人 人 人 人

（注） ( )内数字は会計年度任用職員内書き

(6) 料金その他供給条件の設定、変更に関する事項

　　該当事項なし。

計

合　　計

施 設 係

改 築 更 新 係

維 持 係

下
水
道
施
設
管
理
課

課 長

課長補佐・副主幹

建 設 第 二 係

計

下 水 計 画 係

建 設 第 一 係

課長補佐・副主幹

計

下
水
道
整
備
課

課 長

検 査 係

排 水 設 備 係

サ ー ビ ス 係

審 査 係

課長補佐・副主幹

計

給
排
水
課

課 長

料 金 係

企業会計移行推進室

財 務 係

経 理 係

企 画 係
経
営
企
画
課

課 長

課長補佐・副主幹

職 員 係

計

総 務 係
総
務
課

課 長

課 長 補 佐

部 長

次 長 ・ 参 事

管 理 者

政 策 統 括 特 別 参 与

区　　分 特別職
企業職

（事務・技術）
企業職

（　技　労　）
計 備　考
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２  工　　事
　(1) 建設改良工事等

工事請負費 直　営　費 計

（管渠施設費）

円 円 円

中川原処理分区東安庭地区第一工区汚水
管建設工事

交付金事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

HP　400mm外　L=151.50ｍ

盛南中央第一処理分区外第三工区汚水管
布設その１、その２、その３工事

交付金事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

PRP　200mm　L=148.30ｍ

盛南中央第一処理分区第四工区汚水管建
設工事

交付金事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

HP　250mm外　L=290.80ｍ

盛南中央第一処理分区第五工区汚水管布
設その１、その２、その３工事

交付金事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

PRP　200mm　L=75.00ｍ

工業団地処理分区外第一工区汚水管布設
その１、その２工事

交付金事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

舗装復旧工

令和４年度市道東中野門線交通安全施設
等整備事業に伴う道路改良工事及び下水
道管設置工事に関する協定

交付金事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

HP　800㎜　L=59.50ｍ

北上川右岸第三排水区函渠設置その３、
その４外工事

交付金事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

BOX.C　1500mm×1500mm外
L=167.10ｍ

南川第三排水区開渠設置その１、その２
外工事

交付金事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

U.C　2600mm×2200mm
L=56.00ｍ

鴨助堰排水区開渠設置その１、その２外
工事

交付金事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

U.C　2700mm×1500mm外
L=63.25ｍ

菜園分区外第二工区管渠更生その１、そ
の２、その３工事

交付金事業
長寿命化
対策事業
（繰越）

HP　600mm外　L=513.44ｍ

中川原処理分区南地区外第一工区管渠更
生その１、その２工事

交付金事業
長寿命化
対策事業
（繰越）

HP　1650㎜外　L=321.67ｍ

盛南中央第一処理分区第一工区汚水ます
設置工事

交付金事業
汚水部門
整備事業

取付管及びます工

盛南西第二処理分区第一工区汚水管布設
その１、その２及び雫石川右岸第二排水
区函渠設置工事

交付金事業
汚水部門
整備事業

VU　200mm　L=20.80ｍ

盛南中央第一処理分区外第二工区汚水管
布設その１、その２、その３及び南川第
一排水区管設置外工事

交付金事業
汚水部門
整備事業

PRP　200mm　L=151.80ｍ

盛南中央第二処理分区第一工区汚水管布
設その１、その２工事

交付金事業
汚水部門
整備事業

PRP　200㎜　L=118.60ｍ

盛南西第二処理分区第二工区汚水管布設
その１、その２工事

交付金事業
汚水部門
整備事業

VU　200㎜　L=136.00ｍ

盛南南処理分区第二工区汚水管布設その
１、その２、その３工事

交付金事業
汚水部門
整備事業

VU　200㎜　L=106.80ｍ

盛南西第二処理分区第一工区汚水管布設
その１、その２及び雫石川右岸第二排水
区函渠設置工事

交付金事業
雨水部門
整備事業

BOX.C　1000mm×1000mm
L=47.50ｍ

盛南中央第一処理分区外第二工区汚水管
布設その１、その２、その３及び南川第
一排水区管設置外工事

交付金事業
雨水部門
整備事業

HP　1350mm外　L=46.70ｍ

北上川右岸第三排水区函渠設置外工事 交付金事業
雨水部門
整備事業

BOX.C　700mm×700mm外
L=62.70ｍ

菜園分区第三工区管渠更生その１、その
２工事

交付金事業
長寿命化
対策事業

BOX.C　1800㎜×1260㎜外
L=264.52ｍ

菜園分区外第四工区管渠更生その１、そ
の２、その３工事

交付金事業
長寿命化
対策事業

HP　800㎜外　L=437.40ｍ

神子田雨水ポンプ場流量計撤去工事 交付金事業
長寿命化
対策事業

流量計撤去工

工　　　　事　　　　費
工　　事　　件　　名 事業名 工　　事　　概　　要
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工事請負費 直　営　費 計

工　　　　事　　　　費
工　　事　　件　　名 事業名 工　　事　　概　　要

手代森処理分区第三工区汚水管布設工事 起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

VU　200㎜　L=328.30ｍ

都南南処理分区第三工区外汚水管布設工
事

起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

PRP　200mm　L=506.50ｍ

盛南西第二処理分区第八工区汚水管布設
工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

VU　200mm　L=538.80ｍ

前潟中央第二処理分区第二工区汚水管布
設付帯工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

舗装復旧工

公共下水道事業（都南南処理分区）に係
る用地取得

起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

施設用地（9.59㎡）

都南西処理分区第一工区汚水管布設工事 起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

PRP　200mm　L=139.70m

北上川右岸第三排水区函渠設置その３、
その４外工事

起債単独事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

防草シート外設置工

公共下水道事業（諸葛第五排水区）に係
る用地取得

起債単独事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

施設用地（22.35㎡）

公共下水道事業（諸葛第五排水区）に係
る用地取得

起債単独事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

施設用地（12.44㎡）

公共下水道事業（諸葛第五排水区）に係
る用地取得

起債単独事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

施設用地（16.31㎡）

公共下水道事業（諸葛第五排水区）に係
る用地取得

起債単独事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

施設用地（11.45㎡）

公共下水道事業（諸葛第五排水区）に係
る用地取得

起債単独事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

施設用地（8.77㎡）

公共下水道事業（諸葛第五排水区）に係
る用地取得

起債単独事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

施設用地（1.35㎡）

公共下水道事業（諸葛第五排水区）に係
る用地取得

起債単独事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

施設用地（15.00㎡）

菜園分区外第二工区管渠更生その１、そ
の２、その３工事

起債単独事業
長寿命化
対策事業
（繰越）

準備工

盛南西第二処理分区第一工区汚水管布設
その１、その２及び雫石川右岸第二排水
区函渠設置工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

VU　200mm外　L=733.30ｍ

盛南中央第一処理分区第五工区汚水管布
設その１、その２、その３工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

VU　150mm　L=43.30ｍ

盛南中央第二処理分区第一工区汚水管布
設その１、その２工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

PRP　200㎜　L=106.00ｍ

市道津志田白沢線道路改良工事及び配水
管・汚水管布設工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

VU　200mm　L=120.30ｍ

盛南西第二処理分区第二工区汚水管布設
その１、その２工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

VU　200㎜　L=99.40ｍ

工業団地処理分区外第一工区汚水管布設
その１、その２工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

VU　150㎜　L=106.30ｍ

前潟中央第二処理分区第一工区汚水管布
設工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

PRP　200㎜　L=202.60ｍ

盛南南処理分区第二工区汚水管布設その
１、その２、その３工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

VU　200㎜　L=28.90ｍ

手代森処理分区第二工区汚水管布設工事 起債単独事業
汚水部門
整備事業

VU　200mm　L=119.50ｍ

盛南西第二処理分区第四工区汚水ます設
置工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

取付管及びます工
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工事請負費 直　営　費 計

工　　　　事　　　　費
工　　事　　件　　名 事業名 工　　事　　概　　要

手代森処理分区第三工区汚水管布設工事 起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

VU　200㎜　L=328.30ｍ

都南南処理分区第三工区外汚水管布設工
事

起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

PRP　200mm　L=506.50ｍ

盛南西第二処理分区第八工区汚水管布設
工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

VU　200mm　L=538.80ｍ

前潟中央第二処理分区第二工区汚水管布
設付帯工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

舗装復旧工

公共下水道事業（都南南処理分区）に係
る用地取得

起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

施設用地（9.59㎡）

都南西処理分区第一工区汚水管布設工事 起債単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

PRP　200mm　L=139.70m

北上川右岸第三排水区函渠設置その３、
その４外工事

起債単独事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

防草シート外設置工

公共下水道事業（諸葛第五排水区）に係
る用地取得

起債単独事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

施設用地（22.35㎡）

公共下水道事業（諸葛第五排水区）に係
る用地取得

起債単独事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

施設用地（12.44㎡）

公共下水道事業（諸葛第五排水区）に係
る用地取得

起債単独事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

施設用地（16.31㎡）

公共下水道事業（諸葛第五排水区）に係
る用地取得

起債単独事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

施設用地（11.45㎡）

公共下水道事業（諸葛第五排水区）に係
る用地取得

起債単独事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

施設用地（8.77㎡）

公共下水道事業（諸葛第五排水区）に係
る用地取得

起債単独事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

施設用地（1.35㎡）

公共下水道事業（諸葛第五排水区）に係
る用地取得

起債単独事業
雨水部門
整備事業
（繰越）

施設用地（15.00㎡）

菜園分区外第二工区管渠更生その１、そ
の２、その３工事

起債単独事業
長寿命化
対策事業
（繰越）

準備工

盛南西第二処理分区第一工区汚水管布設
その１、その２及び雫石川右岸第二排水
区函渠設置工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

VU　200mm外　L=733.30ｍ

盛南中央第一処理分区第五工区汚水管布
設その１、その２、その３工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

VU　150mm　L=43.30ｍ

盛南中央第二処理分区第一工区汚水管布
設その１、その２工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

PRP　200㎜　L=106.00ｍ

市道津志田白沢線道路改良工事及び配水
管・汚水管布設工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

VU　200mm　L=120.30ｍ

盛南西第二処理分区第二工区汚水管布設
その１、その２工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

VU　200㎜　L=99.40ｍ

工業団地処理分区外第一工区汚水管布設
その１、その２工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

VU　150㎜　L=106.30ｍ

前潟中央第二処理分区第一工区汚水管布
設工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

PRP　200㎜　L=202.60ｍ

盛南南処理分区第二工区汚水管布設その
１、その２、その３工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

VU　200㎜　L=28.90ｍ

手代森処理分区第二工区汚水管布設工事 起債単独事業
汚水部門
整備事業

VU　200mm　L=119.50ｍ

盛南西第二処理分区第四工区汚水ます設
置工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

取付管及びます工

工事請負費 直　営　費 計

工　　　　事　　　　費
工　　事　　件　　名 事業名 工　　事　　概　　要

都南中央処理分区第三工区汚水ます設置
工事

起債単独事業
汚水部門
整備事業

VU　150mm　L=4.50ｍ

南川第三排水区開渠設置その１、その２
外工事

起債単独事業
雨水部門
整備事業

SS　300㎜×300㎜
L=104.50ｍ

鴨助堰排水区開渠設置その１、その２外
工事

起債単独事業
雨水部門
整備事業

防草シート外設置工

北上川右岸第三排水区函渠設置外工事 起債単独事業
雨水部門
整備事業

箱型特殊マンホール工

令和５年度市道舗装新設改良事業及び盛
岡市公共下水道事業の工事施行に関する
協定

起債単独事業
雨水部門
整備事業

OS　300mm×300mm外
L=248.35ｍ

公共下水道事業（南川第三排水区）に係
る用地取得

起債単独事業
雨水部門
整備事業

施設用地（19.83㎡）

公共下水道事業（南川第三排水区）に係
る用地取得

起債単独事業
雨水部門
整備事業

施設用地（226.26㎡）

菜園分区第三工区管渠更生その１、その
２工事

起債単独事業
長寿命化
対策事業

HP　400㎜外　L=198.46ｍ

菜園分区外第四工区管渠更生その１、そ
の２、その３工事

起債単独事業
長寿命化
対策事業

HP　350㎜　L=32.01ｍ

中川原処理分区南地区外第一工区管渠更
生その１、その２工事

起債単独事業
長寿命化
対策事業

HP　250㎜　L=97.70ｍ

松園第一分区人孔口環外改修工事 起債単独事業
長寿命化
対策事業

人孔口環改修工

盛南中央第一処理分区外第三工区汚水管
布設その１、その２、その３工事

純単独事業
汚水部門
整備事業
（繰越）

PRP　200mm　L=280.80ｍ

盛南中央第一処理分区外第二工区汚水管
布設その１、その２、その３及び南川第
一排水区管設置外工事

純単独事業
汚水部門
整備事業

PRP　200mm　L=225.70ｍ

盛南中央第一処理分区第五工区汚水管布
設その１、その２、その３工事

純単独事業
汚水部門
整備事業

PRP　200mm　L=176.40ｍ

中野地区汚水ポンプ外更新工事 純単独事業
長寿命化
対策事業

汚水ポンプ６台及び電気設備
工事一式

盛南中央第一処理分区外第二工区汚水管
布設その１、その２、その３及び南川第
一排水区管設置外工事

他事業関連
（道明地区）

汚水部門
整備事業

PRP　200mm　L=38.40ｍ

消費税及び地方消費税額

（ポンプ場施設費）

円 円 円

下道雨水ポンプ場ポンプ井水位計外更新
工事

純単独事業
汚水部門
整備事業

水位計　２台（上赤平汚水中
継ポンプ場）

下道雨水ポンプ場ポンプ井水位計外更新
工事

純単独事業
雨水部門
整備事業

水位計　１台（下道雨水ポン
プ場）

消費税及び地方消費税額

（流域下水道建設費）

円 円 円

令和５年度流域下水道建設事業負担金
流域下水道事
業

流域下水
道建設負
担金

流域下水道建設事業負担金

小　　　　　　　　　　　　　　　　計

小　　　　　　　　　　　　　　　　計
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工事請負費 直　営　費 計

工　　　　事　　　　費
工　　事　　件　　名 事業名 工　　事　　概　　要

消費税及び地方消費税額

（その他施設費）

円 円 円

下水道管内調査用カメラ車の購入 純単独事業
建設事務
費

日産　キャラバン　１台

ロッド式清掃器の購入 純単独事業
建設事務
費

ロッド式清掃器　１台

インバータ発電機の購入 純単独事業
建設事務
費

インバータ発電機　１台

軽四輪貨物自動車の購入 純単独事業
建設事務
費

日産　クリッパーバン　１台

土のうステーション等一式の購入 純単独事業
建設事務
費

土のうステーション　１式

ポータブルガス検知器の購入 純単独事業
建設事務
費

ポータブルガス検知器　１台

消費税及び地方消費税額

小　　　　　　　　　　　　　　　　計

小　　　　　　　　　　　　　　　　計

合　　　　　　　　　　　　　　　　計
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工事請負費 直　営　費 計

工　　　　事　　　　費
工　　事　　件　　名 事業名 工　　事　　概　　要

消費税及び地方消費税額

（その他施設費）

円 円 円

下水道管内調査用カメラ車の購入 純単独事業
建設事務
費

日産　キャラバン　１台

ロッド式清掃器の購入 純単独事業
建設事務
費

ロッド式清掃器　１台

インバータ発電機の購入 純単独事業
建設事務
費

インバータ発電機　１台

軽四輪貨物自動車の購入 純単独事業
建設事務
費

日産　クリッパーバン　１台

土のうステーション等一式の購入 純単独事業
建設事務
費

土のうステーション　１式

ポータブルガス検知器の購入 純単独事業
建設事務
費

ポータブルガス検知器　１台

消費税及び地方消費税額

小　　　　　　　　　　　　　　　　計

小　　　　　　　　　　　　　　　　計

合　　　　　　　　　　　　　　　　計

　(2) 主な保存工事等

工　事　費

工事請負費 直営費 計

管渠修繕

ポンプ場施設修繕

処理場施設修繕

３　業  　務

　(1) 業務量

行政区域内人口 Ａ (人)

処理区域内人口 Ｂ (人)

Ｂ
Ａ

(戸)

(㎥)

(㎥)

工事件名 工　事　概　要 備　考

円 円 円

人孔口環等改修業務委託、都南中央処理分区汚水
管修繕、松園第一排水区雨水取付管修繕、下水道
施設止水補修等業務委託、南地区取付管修繕、盛
南西第二処理分区汚水管修繕、都南西処理分区汚
水管修繕、菜園分区汚水管修繕、北地区汚水管等
修繕、南地区雨水桝防臭装置修繕、小袋、上山及
びふるさと橋マンホールポンプ電気設備交換修
繕、渋民処理分区汚水管修繕、上赤平分区外汚水
桝等修繕、桜台分区汚水管修繕、菜園分区人孔足
掛金具修繕、菜園分区取付管修繕その３

神子田ポンプ場給水装置修繕、松園汚水中継ポン
プ場ベルトコンベア外修繕、神子田雨水ポンプ場
し渣洗浄配管修繕、松園第二汚水中継ポンプ場洗
浄槽排水弁交換修繕、下道雨水ポンプ場外自家発
電設備蓄電池交換修繕、神子田雨水ポンプ場No.2
自動除塵機修繕、中川雨水ポンプ場発電機駆動機
関外修繕、神子田雨水ポンプ場外自家発電設備充
電器交換修繕、神子田雨水ポンプ場低圧進相コン
デンサ外その２修繕、松園第二汚水中継ポンプ場
発電機駆動機関修繕、蛇島汚水中継ポンプ場越流
管設置その３修繕

神子田雨水ポンプ場送水流量計修繕、中央幹線２
（南）流量計修繕、流量計監視システム改造修繕

区　　分 当　年　度 前　年　度 比較増減（△）

△ 3,197 

△ 2,682 

普 及 率 ×100 (％)

一 日 平 均 処 理 水 量

処 理 戸 数 △ 46 

年 間 総 処 理 水 量
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  (2) 事業収入に関する事項

    ア　収納の状況

調

前 年 度 か ら 繰 越 過 年 度 修 正 当 年 度 調 定 額

円　 円　 円　

下 水 道 使 用 料 △11,247,687　

他 会 計 負 担 金

受 託 事 業 収 益

そ の 他 の 営 業 収 益

小　　　　　　　　計 △11,247,687　

受 取 利 息 及 び 配 当 金

他 会 計 負 担 金

雑 収 益

小　　　　　　　　計

固 定 資 産 売 却 益

過 年 度 損 益 修 正 益 △377,358　

小　　　　　　　　計 △377,358　

△11,625,045　

△64,050　

△71,800　

△135,850　

△1,053,468　

△1,053,468　

△12,814,363　

そ の 他 計

合　　　　　　　　　　計

資 本 的 収 入 計

そ

の

他

仮 受 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税

預 り 金 受 入

そ の 他

資

本

的

収

入

下 水 道 事 業 費 分 担 金

国 庫 補 助 金

固 定 資 産 売 却 代 金

項 目

建 設 企 業 債

工 事 負 担 金

他 会 計 負 担 金

下 水 道 事 業 費 負 担 金

事

業

収

益

営

業

収

益

営

業

外

収

益

特

別

利

益

事 業 収 益 計
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定

計

円　 円　 円　 ％　

収 納 額 当 年 度 末 未 収 金 収　　納　　率
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    イ　事業収益に関する事項

金　　額(円) 構成比(％) 金　　額(円) 構成比(％) 金　　額(円) 増減率(％)

下 水 道 使 用 料

他 会 計 負 担 金 △11,218,000 △0.44 

受 託 事 業 収 益 △829,091 △2.08 

その他の営業収益 △1,288,360 △19.87 

営 業 収 益 計

受取利息及び配当金

他 会 計 負 担 金 △25,332,000 △9.67 

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益 △2,310,853 △28.42 

営 業 外 収 益 計 △14,804,513 △1.22 

固 定 資 産 売 却 益 皆増 

特 別 利 益 計 皆増 

合　　　　　　　計 △7,850,232 △0.10 

  (3) 事業費に関する事項

金　　額　(円) 構成比(％) 金　　額(円) 構成比(％) 金　　額(円) 増減率(％)

管 渠 費 △25,794,294 △7.70 

ポ ン プ 場 費

処 理 場 費

普 及 費

受 託 事 業 費

業 務 費

総 係 費 △55,108,461 △24.48 

流域下水道管理費 △4,200,712 △0.22 

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

営 業 費 用 計 △19,431,914 △0.27 

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

△46,287,531 △9.61 

貸倒引当金繰入額 △15,937 △4.81 

雑 支 出 △19,156,371 △23.66 

営 業 外 費 用 計 △65,459,839 △11.63 

固 定 資 産 譲 渡 損

過年度損益修正損 △404,030 △20.62 

特 別 損 失 計 △317,495 △15.50 

合　　　　　　　計 △85,209,248 △1.10 

項　　　　　　目
当 年 度 前 年 度 比　較　増　減 (△)

項　　　　　　目
当 年 度 前 年 度 比　較　増　減 (△)
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4  会　　計４　会　　計

  (1) 重要契約の要旨

工　　事　　件　　名契約の方法 契約年月日 契約金額 契　　約　　の　　内　　容 契　約　の　相　手　方

令和 円 　
一般競争入札 盛南西第二処理分区第一工区汚水管布設その

１、その２及び雫石川右岸第二排水区函渠設置
工事

盛舗建設（有）

　　　〃 盛南中央第一処理分区外第二工区汚水管布設そ
の１、その２、その３及び南川第一排水区管設
置外工事

中亀建設（株）

　　　〃 下水道用人孔鉄蓋の購入 長島鋳物（株）仙台営業所

指名競争入札 中川原終末処理場跡地消化槽内汚泥収集運搬清
掃業務委託

（株）東北ターボ工業

一般競争入札 盛岡市内水浸水解析業務委託 （株）日水コン　盛岡事務所

　　　〃 菜園分区第三工区管渠更生その１、その２工事 三陸土建（株）

　　　〃 南川第三排水区開渠設置その１、その２外工事 （株）山與

　　　〃 鴨助堰排水区開渠設置その１、その２外工事 東野建設工業（株）

　　　〃 盛南中央第一処理分区第五工区汚水管布設その
１、その２、その３工事

（株）メグミ

　　　〃 盛南南処理分区外第一工区汚水管布設その１、
その２工事

梨子建設（株）

　　　〃 菜園分区外第四工区管渠更生その１、その２、
その３工事

（株）内澤建設

随意契約 神子田雨水ポンプ場No.2自動除塵機修繕 （株）日立プラントサービス　東北支
店

指名競争入札 菜園分区外下水道管路施設清掃業務委託 （株）東北ターボ工業

随意契約 盛岡市合流式下水道区域管渠流量計算表作成等
業務委託

（株）日水コン　盛岡事務所

　　　〃 松園・松園第二汚水中継ポンプ場更新に伴う基
本設計業務委託

（株）日水コン　盛岡事務所

一般競争入札 赤袰排水区管路施設実施設計（基本設計）業務
委託

新日本設計（株）東北支社盛岡事務所

　　　〃 鴨助堰排水区管路施設実施設計（基本設計）業
務委託

（株）三協技術　盛岡支店

　　　〃 松園第一分区人孔口環外改修工事 （株）渡辺土木

　　　〃 北上川右岸第三排水区管路詳細設計業務委託 （株）ＮＪＳ　盛岡出張所

　　　〃 山岸一ノニ排水区管路施設詳細設計業務委託 （株）ＮＪＳ　盛岡出張所

　　　〃 赤袰排水区管設置外工事 （株）内澤建設

　　　〃 盛南中央第二処理分区第一工区汚水管布設その
１、その２工事

（株）渡辺土木

　　　〃 中川原処理分区南地区外第一工区管渠更生その
１、その２工事

（株）東北ターボ工業

　　　〃 上赤平汚水中継ポンプ場耐震診断（非線形解
析）業務委託

（株）ニュージェック　岩手事務所

　　　〃 蛇島汚水中継ポンプ場耐震診断（非線形解析）
業務委託

（株）ニュージェック　岩手事務所

　　　〃 北上川右岸第三排水区函渠設置外工事 （有）東北農林建設

　　　〃 盛南西第二処理分区第二工区汚水管布設その
１、その２工事

盛舗建設（有）

　　　〃 工業団地処理分区外第一工区汚水管布設その
１、その２工事

（有）光明園

　　　〃 手代森処理分区管渠実施設計業務委託 （株）三水コンサルタント　東北支社
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工　　事　　件　　名契約の方法 契約年月日 契約金額 契　　約　　の　　内　　容 契　約　の　相　手　方

令和 円 　
一般競争入札 都南南処理分区第一工区汚水管布設工事 （有）東北農林建設

随意契約 中川雨水ポンプ場発電機駆動機関外修繕 ヤンマーエネルギーシステム（株）盛
岡営業所

一般競争入札 前潟中央第二処理分区第一工区汚水管布設工事 （有）黒澤建設

　　　〃 都南中央処理分区第二工区汚水管建設工事 東野建設工業（株）

　　　〃 盛南南処理分区第二工区汚水管布設その１、そ
の２、その３工事

（有）黒澤建設

　　　〃 手代森処理分区第二工区汚水管布設工事 （有）黒澤建設

　　　〃 盛南西第二処理分区第三工区汚水管布設その
１、その２工事

（有）東北農林建設

　　　〃 中川原処理分区東安庭地区第二工区汚水管布設
その１、その２工事

（有）東北農林建設

随意契約 盛岡市公共下水道中川原雨水ポンプ場ポンプ増
設の実施設計作成委託に関する協定

日本下水道事業団

指名競争入札 桜台分区汚水管修繕 （株）東北ターボ工業

一般競争入札 手代森処理分区外第四工区汚水管布設工事 （有）光明園

　　　〃 北上川右岸第三排水区函渠設置その２、その３
工事

（株）メグミ

　　　〃 都南中央処理分区第四工区汚水管建設工事 三陸土建（株）

　　　〃 中川原処理分区東安庭地区第三工区汚水管布設
その１、その２工事

（有）黒澤建設

　　　〃 盛南西第二処理分区外第五工区汚水管布設工事 盛舗建設（有）

  (2) 企業債の概況

　  ア 建設改良費等の財源に充てるための企業債

前年度末残高 本年度借入高 本年度償還高 本年度末残高

円 円 円 円

財 務 省 財 政 融 資 資 金

か ん ぽ 生 命 保 険

地方公共団体金融機構

合 計

借　　　入　　　先
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工　　事　　件　　名契約の方法 契約年月日 契約金額 契　　約　　の　　内　　容 契　約　の　相　手　方

令和 円 　
一般競争入札 都南南処理分区第一工区汚水管布設工事 （有）東北農林建設

随意契約 中川雨水ポンプ場発電機駆動機関外修繕 ヤンマーエネルギーシステム（株）盛
岡営業所

一般競争入札 前潟中央第二処理分区第一工区汚水管布設工事 （有）黒澤建設

　　　〃 都南中央処理分区第二工区汚水管建設工事 東野建設工業（株）

　　　〃 盛南南処理分区第二工区汚水管布設その１、そ
の２、その３工事

（有）黒澤建設

　　　〃 手代森処理分区第二工区汚水管布設工事 （有）黒澤建設

　　　〃 盛南西第二処理分区第三工区汚水管布設その
１、その２工事

（有）東北農林建設

　　　〃 中川原処理分区東安庭地区第二工区汚水管布設
その１、その２工事

（有）東北農林建設

随意契約 盛岡市公共下水道中川原雨水ポンプ場ポンプ増
設の実施設計作成委託に関する協定

日本下水道事業団

指名競争入札 桜台分区汚水管修繕 （株）東北ターボ工業

一般競争入札 手代森処理分区外第四工区汚水管布設工事 （有）光明園

　　　〃 北上川右岸第三排水区函渠設置その２、その３
工事

（株）メグミ

　　　〃 都南中央処理分区第四工区汚水管建設工事 三陸土建（株）

　　　〃 中川原処理分区東安庭地区第三工区汚水管布設
その１、その２工事

（有）黒澤建設

　　　〃 盛南西第二処理分区外第五工区汚水管布設工事 盛舗建設（有）

  (2) 企業債の概況

　  ア 建設改良費等の財源に充てるための企業債

前年度末残高 本年度借入高 本年度償還高 本年度末残高

円 円 円 円

財 務 省 財 政 融 資 資 金

か ん ぽ 生 命 保 険

地方公共団体金融機構

合 計

借　　　入　　　先

  　イ その他の企業債

前年度末残高 本年度借入高 本年度償還高 本年度末残高

円 円 円 円

岩 手 銀 行

北 日 本 銀 行

東 北 銀 行

合 計

借　　　入　　　先

―― 29 ――



(3)　その他会計経理に関する事項

　　   　  　内部留保資金について （単位　円）

Ⅰ 財源

(ⅰ)　前年度から繰越分

ア 利益剰余金（減債積立金）

イ 未処分利益剰余金

ウ 過年度分損益勘定留保資金

(ⅱ)　利益剰余金前年度処分額

ア 減債積立金の積立

イ 未処分利益剰余金の処分 △ 161,281,223

(ⅲ)　当年度発生分

ア 利益剰余金（純利益）

イ

ウ 当年度分損益勘定留保資金

・長期前受金戻入 △ 958,252,222

　　小　　　計

当年度資本的収支不足額補塡分

ア

イ 過年度分損益勘定留保資金

ウ 当年度分損益勘定留保資金

翌年度繰越分

ア 利益剰余金（減債積立金）

イ 当年度末未処分利益剰余金

ウ 当年度分損益勘定留保資金

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

Ⅲ

Ⅱ

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額
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(3)　その他会計経理に関する事項

　　   　  　内部留保資金について （単位　円）

Ⅰ 財源

(ⅰ)　前年度から繰越分

ア 利益剰余金（減債積立金）

イ 未処分利益剰余金

ウ 過年度分損益勘定留保資金

(ⅱ)　利益剰余金前年度処分額

ア 減債積立金の積立

イ 未処分利益剰余金の処分 △ 161,281,223

(ⅲ)　当年度発生分

ア 利益剰余金（純利益）

イ

ウ 当年度分損益勘定留保資金

・長期前受金戻入 △ 958,252,222

　　小　　　計

当年度資本的収支不足額補塡分

ア

イ 過年度分損益勘定留保資金

ウ 当年度分損益勘定留保資金

翌年度繰越分

ア 利益剰余金（減債積立金）

イ 当年度末未処分利益剰余金

ウ 当年度分損益勘定留保資金

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

Ⅲ

Ⅱ

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

５ その他

他会計負担金等の使途について

ア 一般会計繰入金 円のうち 円については、委託料等（ ％

適用分）に 円（特定収入）を、減価償却費等に 円（特定収入以

外）を充当した。

イ 工事負担金 円については、工事請負費等（ ％適用分）に 円（特

定収入）を、職員給与費等に 円（特定収入以外）を充当した。

ウ 受益者負担金・分担金 円については、委託料等（ ％適用分）に

円（特定収入）を、職員給与費等に 円（特定収入以外）を充当した。

エ 受託事業収益 円のうち、 円については、職員給与費等に全額（特定

収入以外）を充当した。

オ 延滞金 円については、職員給与費等に全額（特定収入以外）を充当した。

カ 消費税及び地方消費税確定申告に係る還付加算金 円については、職員給与費等に全

額（特定収入以外）を充当した。

キ 岩手県市町村振興協会専門研修受講費等助成金 円については、研修費（ ％

適用分）に全額（特定収入）を充当した。

ク 講師派遣等に係る旅費 円については、旅費（ ％適用分）に全額（特定収入）を

充当した。

ケ 建物総合損害共済災害共済金 円については、修繕費（ ％適用分）に全額（特

定収入）を充当した。

コ 退職手当負担金 円については、職員給与費に全額（特定収入以外）を充当した。
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そ の 他 の 書 類





（単位　円）

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益

減価償却費

資産減耗費

引当金の増減額（△は減少）

長期前受金戻入額 △958,252,222

受取利息及び受取配当金 △116,368

支払利息

固定資産売却損益（△は益） △2,205

固定資産譲渡損

未収金の増減額（△は増加）

未払金の増減額（△は減少） △28,125,676

たな卸資産の増減額（△は増加） △11,574,250

その他流動負債の増減額（△は減少）

小計

利息及び配当金の受取額

利息の支払額 △419,382,872

業務活動によるキャッシュ・フロー

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,674,067,067

有形固定資産の売却による収入

無形固定資産の取得による支出 △89,758,804

工事負担金等による収入

国庫補助金等による収入

他会計からの負担金による収入

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,736,790,084

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △2,536,110,748

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,127,010,748

　　資金増減額（△は減少）

　　資金期首残高

　　資金期末残高

令和５年度盛岡市下水道事業会計キャッシュ・フロー計算書（間接法）

（令和５年４月１日から令和６年３月31日まで）

―― 33 ――





収　　益　　明　　細　　書

金　　額

円

下 水 道 使 用 料

下 水 道 使 用 料

水道使用者使用料 3,776,924,946円

井戸使用者使用料 350,489,898円

臨時排水使用料 841,253円

他 会 計 負 担 金

一 般 会 計 負 担 金 雨水処理等に係る負担金

受 託 事 業 収 益

受 託 事 業 収 益 受託事業に係る収益

そ の 他 の
営 業 収 益

延 滞 金

手 数 料 下水道工事店指定手数料及び督促手数料

受 取 利 息 及 び
配 当 金

預 金 利 息

他 会 計 負 担 金

一 般 会 計 負 担 金 企業債償還利子に係る負担金

長 期 前 受 金
戻 入

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

雑 収 益 不動産賃貸料外

固 定 資 産
売 却 益

固 定 資 産 売 却 益 車両の売却益

特 別
利 益

減価償却等による長期前受金収益化分

営業外
収　益

款 項 目 節 備　　　　　考

事 業
収 益

営 業
収 益
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営　　　　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　　　　費　　　　　　　　　　　　　　　用

管 渠 費 ポ ン プ 場 費 処 理 場 費 普 及 費 受託事業費

円 円 円 円 円 円

給 料

諸 手 当

賞 与 引 当 金 繰 入 額

法 定 福 利 費

法定福利費引当金繰入額

旅 費 及 び 交 通 費

退 職 給 付 費

報 償 費

被 服 費

備 消 品 費

燃 料 費

光 熱 水 費

印 刷 製 本 費

通 信 運 搬 費

広 告 料

委 託 料

手 数 料

賃 借 料

修 繕 費

動 力 費

材 料 費

研 修 費

厚 生 費

会 費 負 担 金

租 税 公 課

保 険 料

補 助 金

負 担 金

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

支払利息及び企業債取扱諸費

雑 支 出

固 定 資 産 譲 渡 損

過 年 度 損 益 修 正 損

合 計

   地方公営企業法施行令第17条第１項第８号に規定する議会の議決を経なければ流用することのできない経費のうち、  収益的支出の執行状況は次のとおりである。

　 　職員給与費　　予算額（消費税及び地方消費税込み） 365,251,000円　  執行額（消費税及び地方消費税込み） 　  351,732,329円

　　 交　際　費　　予算額（消費税及び地方消費税込み）　   300,000円 　 執行額（消費税及び地方消費税込み）         　    0円

　　　　費　　用　　明

勘 定 科 目 合 計
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営　　　　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　　　　費　　　　　　　　　　　　　　　用

管 渠 費 ポ ン プ 場 費 処 理 場 費 普 及 費 受託事業費

円 円 円 円 円 円

給 料

諸 手 当

賞 与 引 当 金 繰 入 額

法 定 福 利 費

法定福利費引当金繰入額

旅 費 及 び 交 通 費

退 職 給 付 費

報 償 費

被 服 費

備 消 品 費

燃 料 費

光 熱 水 費

印 刷 製 本 費

通 信 運 搬 費

広 告 料

委 託 料

手 数 料

賃 借 料

修 繕 費

動 力 費

材 料 費

研 修 費

厚 生 費

会 費 負 担 金

租 税 公 課

保 険 料

補 助 金

負 担 金

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

支払利息及び企業債取扱諸費

雑 支 出

固 定 資 産 譲 渡 損

過 年 度 損 益 修 正 損

合 計

   地方公営企業法施行令第17条第１項第８号に規定する議会の議決を経なければ流用することのできない経費のうち、  収益的支出の執行状況は次のとおりである。

　 　職員給与費　　予算額（消費税及び地方消費税込み） 365,251,000円　  執行額（消費税及び地方消費税込み） 　  351,732,329円

　　 交　際　費　　予算額（消費税及び地方消費税込み）　   300,000円 　 執行額（消費税及び地方消費税込み）         　    0円

　　　　費　　用　　明

勘 定 科 目 合 計
営　　　　　　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　　　　　　費　　　　　　　　　　　　　　　用

業 務 費 総 係 費
流 域 下 水 道
管 理 費

減 価 償 却 費
資 産 減 耗 費

小 計

円 円 円 円 円 円 円

   地方公営企業法施行令第17条第１項第８号に規定する議会の議決を経なければ流用することのできない経費のうち、  収益的支出の執行状況は次のとおりである。

　 　職員給与費　　予算額（消費税及び地方消費税込み） 365,251,000円　  執行額（消費税及び地方消費税込み） 　  351,732,329円

　　 交　際　費　　予算額（消費税及び地方消費税込み）　   300,000円 　 執行額（消費税及び地方消費税込み）         　    0円

特別損失

　　細　　書　

営業外費用
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(1) 有形固定資産明細書

円 円 円 円

土 地

立 木

建 物

建 物 附 属 設 備

構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 両 運 搬 具

工 具 器 具 備 品

有形固定資産建設仮勘定

計

(2) 無形固定資産明細書

円 円 円 円

地 上 権

電 話 加 入 権

施 設 利 用 権

計

(3) 投資明細書

円 円 円 円

基 金

計

固　　　定　　　資　　　産　  　 　明　　　細　　　書　　　　

資　産　の　種　類 年度当初の現在高 当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 年 度 末 現 在 高

資　産　の　種　類 年度当初の現在高 当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 当年度減価償却高

資　産　の　種　類 年度当初の現在高 当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 年 度 末 現 在 高
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(1) 有形固定資産明細書

円 円 円 円

土 地

立 木

建 物

建 物 附 属 設 備

構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 両 運 搬 具

工 具 器 具 備 品

有形固定資産建設仮勘定

計

(2) 無形固定資産明細書

円 円 円 円

地 上 権

電 話 加 入 権

施 設 利 用 権

計

(3) 投資明細書

円 円 円 円

基 金

計

固　　　定　　　資　　　産　  　 　明　　　細　　　書　　　　

資　産　の　種　類 年度当初の現在高 当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 年 度 末 現 在 高

資　産　の　種　類 年度当初の現在高 当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 当年度減価償却高

資　産　の　種　類 年度当初の現在高 当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 年 度 末 現 在 高

当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 累 計

円 円 円 円

円

　盛岡市水洗便所改造資金貸付基金

固　　　定　　　資　　　産　  　 　明　　　細　　　書　　　　

減　　価　　償　　却　　累　　計　　額

年度末償却未済高 備     考

年 度 末 現 在 高 備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考
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　　　企　　　　業　　　　債　　　　明　　　　細　　　　書　　　　

当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計

平成 円 円 円
公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

建設改良費等の財源に充てるた
めの企業債

種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額
償 還 高
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　　　企　　　　業　　　　債　　　　明　　　　細　　　　書　　　　

当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計

平成 円 円 円
公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

建設改良費等の財源に充てるた
めの企業債

種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額
償 還 高

　　　企　　　　業　　　　債　　　　明　　　　細　　　　書　　　　

円 円 ％ 令和
借入先　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　かんぽ生命保険

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　かんぽ生命保険

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　かんぽ生命保険

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　かんぽ生命保険

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　かんぽ生命保険

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　かんぽ生命保険

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　かんぽ生命保険

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

未 償 還 残 高 発　行　価　額 利　率 償還終期 備　　　　　　考
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当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計
種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額

償 還 高

平成 円 円 円
公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債
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当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計
種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額

償 還 高

平成 円 円 円
公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

〃

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

未 償 還 残 高 発　行　価　額 利　率 償還終期 備　　　　　　考

円 円 ％ 令和
借入先　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　かんぽ生命保険

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　かんぽ生命保険

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　地方公共団体金融機構
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当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計
種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額

償 還 高

平成 円 円 円
流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債
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当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計
種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額

償 還 高

平成 円 円 円
流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

未 償 還 残 高 発　行　価　額 利　率 償還終期 備　　　　　　考

円 円 ％ 令和
借入先　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　かんぽ生命保険

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　かんぽ生命保険

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　財務省財政融資資金

　　　　　　　　〃

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃
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当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計
種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額

償 還 高

平成 円 円 円
公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃
令和

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

合計
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当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計
種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額

償 還 高

平成 円 円 円
公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃
令和

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

〃

流 域 下 水 道 事 業 債

公 共 下 水 道 事 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

合計

未 償 還 残 高 発　行　価　額 利　率 償還終期 備　　　　　　考

円 円 ％ 令和
借入先　地方公共団体金融機構

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

　　　　財務省財政融資資金

　　　　地方公共団体金融機構

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃
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当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計
種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額

償 還 高

平成 円 円 円
特 別 措 置 債

〃

〃

〃

〃

〃

その他の企業債
合計

その他の企業債
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当 年 度 償 還 高 償 還 高 累 計
種　　　　　　　　類 発行年月日 発　行　総　額

償 還 高

平成 円 円 円
特 別 措 置 債

〃

〃

〃

〃

〃

その他の企業債
合計

その他の企業債

未 償 還 残 高 発　行　価　額 利　率 償還終期 備　　　　　　考

円 円 ％ 令和
借入先　東北銀行

　　　　岩手銀行

　　　　　 〃

　　　　東北銀行

　　　　北日本銀行

　　　　岩手銀行
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基金の運用状況に関する調書





１　基金運用状況

　盛岡市水洗便所改造資金貸付基金

（単位　円）

決算年度末現在高

２　貸付金の内訳

　盛岡市水洗便所改造資金貸付基金

（単位　円）

前年度末残高 決算年度中貸付額 不納欠損額 決算年度末残高

貸 付 金

区 分 決算年度中償還額

現　　　　　　　金

貸　　　付　　　金 △ 291,000

基 金 の 運 用 状 況 に 関 す る 調 書

区　　　　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高

基　　　金　　　額
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